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明けましておめでとうございます。

市民の皆様には、希望に満ちた輝かしい新春をお迎えのことと、心よりお喜び申し上げます。

昨年は、ノーベル平和賞を受賞されたケニアのワンガリ・マータイ環境副大臣を新松戸南小学

校にお迎えして「もったいない」にかける熱い思いをお聴きし、併せて、子どもたちとの交流を

図ることができました。また、戸定邸が国の重要文化財に指定されるという朗報もございました。

地方自治体には大変厳しい情勢の中で、心温まるとともに、大変誇らしい思いがいたしました。

さて、今年は、松戸市総合計画第二次実施計画の最終年にあたります。ここ数年、行財政改革

に取り組んできた結果、本市財政は最悪の状態から脱しつつあります。しかし、地方財政制度の

再編成や2007年問題といわれる労働力人口の激減、少子高齢化の一層の進行等を考えますと、行

財政改革の努力を怠るわけにはまいりません。また、市民との協働を進めるための条例につきま

しても、市民の皆様のご意見を勘案し、近々議会での審議をいただきたいと考えております。

私は、市長就任以来、一貫して「市民の安全・安心の確保」を訴えてまいりました。松戸版市民警察を創設し、「ストップ・

ザ・犯罪」「犯罪ゼロ」を目指していきます。そして、「次代を担う子どもたちのふるさと・緑花清流による松戸の創生」のため、

「もったいない」の気持ちで市政に全力で取り組みます。

本市発展に向け、引き続き市民の皆様のご理解、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

本年が、明るく幸多き年になりますことを心からご祈念申し上げ、年頭のごあいさつとさせていただきます。

市長 川井 敏久

初恋をテーマにした伊藤左千夫の小説「野菊の墓」が発表されてから100年が過ぎました。これを記念して昨年秋に

「第1回初恋短歌大会」（矢切地区風致保存会が主催）が催されました。

一般の部の初恋短歌賞には富沢幸子さん（高塚新田在住）の作品が選ばれました。

小説の舞台とされる矢切地域には、当時を連想させる田園風景が今でも広がっています。（野菊のこみち　矢切橋の上で）



2

文
化
ホ
ー
ル
の
使
用
受
け
付
け

1
月
10
日

午
前
10
時
30
分
か
ら

文
化
ホ
ー
ル
　

4
月
3
日

〜
7
月
1
日

の
使
用
受
け
付
け
　

使
用
料
・
社
会
教
育
関
係
団
体
登

録
証
（
該
当
団
体
の
み
）

※
1
月
か
ら
ギ
ャ
ラ
リ
ー
1
と
2
の
場

所
が
交
換
と
な
り
ま
す
。

同
ホ
ー
ル

367
・
７
８
１
０

教
育
委
員
会
会
議

1
月
11
日

午
後
3
時
30
分
か
ら

京
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸
ビ
ル
五
階
会
議

室※
傍
聴
で
き
ま
す
（
会
場
が
狭
い
た
め

人
数
の
制
限
あ
り
）

教
育
委
員
会
企
画
管
理
室

366
・
７

４
５
５

借
地
借
家
の
無
料
相
談

1
月
10
日

午
後
1
時
〜
4
時
　

勤
労
会
館

※
契
約
書
等
が
あ
れ
ば
ご
持
参
を

松
戸
借
地
借
家
人
組
合
・
外
谷

345

・
３
５
４
８

松
戸
・
鎌
ケ
谷
特
殊
教
育
連
盟

作
業
学
習
作
品
展

1
月
17
日

〜
19
日

午
前
10
時
〜

午
後
3
時
　

鎌
ケ
谷
市
役
所
ロ
ビ

ー
　

松
戸
・
鎌
ケ
谷
の
特
殊
学
級
、

養
護
学
校
の
児
童
生
徒
が
制
作
し
た
作

品
を
展
示
・
販
売
（
木
工
品
・
縫
製
品

・
紙
工
品
・
野
菜
他
）

教
育
研
究
所

366
・
７
４
６
１

政
令
指
定
都
市
問
題
研
究
会
会
議

1
月
16
日

午
後
2
時
か
ら
　

市
役
所
議
会
棟
特
別
委
員
会
室
　

①
政
令
指
定
都
市
制
度
に
関
す
る
基
礎

的
研
究
②
広
域
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
課

題
等
③
中
間
報
告
目
次
構
成
お
よ
び
骨

子
案
④
そ
の
他
（
予
定
）

※
傍
聴
で
き
ま
す（
定
員
先
着
二
十
人
、

三
十
分
前
か
ら
受
け
付
け
）。

政
策
調
整
課

366
・
７
０
７
２

パ
ソ
コ
ン
相
談
と
操
作
指
導

1
〜
3
月
の
第
一
・
二
木
曜
日
午
後

1
時
〜
4
時
の
一
時
間
（
た
だ
し
、
1

月
は
第
二
木
曜
日
の
み
）

文
化

ホ
ー
ル
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

個
別
相
談
会
　

生
涯
学
習
活
動
を

す
る
上
で
パ
ソ
コ
ン
利
用
に
悩
ん
で
い

る
人
　

無
料
　

電
話
で
生
涯
学
習
情
報
プ
ラ
ザ

367

・
７
８
７
１
（
月
曜
日
休
館
）
へ

サ
ポ
ー
ト
資
源
提
供
シ
ス
テ
ム

構
築
を
考
え
る
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

１
月
20
日

午
後
2
時
〜
5
時
　

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
　

市
民
・
市
民
活
動
団
体
・
N
P
O
・

企
業
等
の
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
仕

組
み「
サ
ポ
ー
ト
資
源
提
供
シ
ス
テ
ム
」

を
考
え
る
　

先
着
百
人
　

無

料
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー

368
・
１
８
１

４
へ観

察
学
習
会
〝
み
ん
な
で
育
む

森
〞
め
ぐ
り

1
月
14
日

午
前
9
時
30
分
常
盤
平

駅
改
札
口
集
合（
午
後
2
時
現
地
解
散
、

小
雨
決
行
）

八
ケ
崎
の
森
、
金

ケ
作
の
森
等
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
整

備
し
て
い
る
森
の
中
を
観
察
　

三

百
円
（
保
険
料
、
資
料
代
）

緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ま
つ
ど
・
渋

谷

348
・
７
９
７
７
（
夜
間
の
み
）

野
鳥
観
察
会（
大
町
自
然
観
察
園
）

1
月
14
日

午
前
8
時
30
分
松
戸
駅

東
口
デ
ッ
キ
上
集
合
（
午
前
11
時
30
分

ご
ろ
現
地
解
散
、
雨
天
中
止
）

市
川
市
大
町
自
然
観
察
園
　

山
林

と
湿
地
の
冬
鳥
の
観
察
　

筆
記

用
具
・
観
察
用
具
な
ど
　

無
料
（
交

通
費
実
費
）

松
戸
み
ど
り
と
花
の
基
金

345
・
９

８
４
６

「
子
育
て
ミ
ニ
講
座
」

①
1
月
11
日

②
1
月
18
日

午

前
10
時
〜
11
時
30
分
　

小
金
北
市

民
セ
ン
タ
ー
　

①
学
ぼ
う
！
と
っ

さ
の
時
の
応
急
手
当
や
救
急
法
②
食
育

〜
考
え
て
み
よ
う
、
子
ど
も
の
食
事
・

親
の
食
事
　

各
先
着
親
子
二
十
組

無
料

電
話
で
、
子
す
ず
め
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー

387
・
０
１
２
４
へ

初
心
者
パ
ソ
コ
ン
講
習

1
月
5
日

〜
2
月
28
日

の
間
の

希
望
の
日
①
午
前
10
時
〜
午
後
0
時
30

分
②
午
後
1
時
〜
3
時
30
分
　

快
適
Ｉ
Ｔ
空
間
・
松
戸
教
室
（
市
民
劇

場
向
か
い
）

基
本
操
作
と
カ
レ

ン
ダ
ー
作
り
　

各
回
二
人
（
要
予

約
）

二
千
五
百
円
（
テ
キ
ス
ト

代
別
途
二
百
円
）

電
話
で
同
団
体
・
石
井

389
・
１
９

５
２
へ

新
聞
カ
ラ
ー
全
面
広
告
で
花
の

コ
サ
ー
ジ
ュ
を
作
ろ
う

1
月
30
日

午
前
10
時
〜
正
午
　

市
民
会
館
　

先
着
二
十
五
人

全
面
広
告
の
新
聞
紙
、
ボ
ン
ド
、

ハ
サ
ミ
他
　

八
百
円

1
月
5
日

か
ら
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
ま
ち
づ
く
り
N
P
O
セ
レ
ガ

366
・
８
８
０
３
へ

こ
こ
ろ
の
家
族
相
談
室
（
秘
密

厳
守
）

毎
月
第
一
・
三
土
曜
日
午
前
10
時
〜

午
後
3
時
　

健
康
福
祉
会
館
（
ふ

れ
あ
い
22
）

「
こ
こ
ろ
の
病
」

の
人
を
抱
え
る
家
族

※
同
日
・
同
時
間
に
電
話
相
談
も
受
け

付
け
（

383
・
５
５
５
１
）

土
曜
会
（
ビ
オ
ラ
工
房
）

331
・

６
０
１
８

千
葉
県
地
域
デ
ビ
ュ
ー
応
援
企

画
Ｎ
Ｐ
Ｏ
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

〝
粋
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
〞
の
勢
ぞ
ろ
い

1
月
28
日

午
後
2
時
〜
5
時
　

江
戸
川
大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
柏
教
室
　

地
域
で
何
か
し

た
い
、
自
分
の
ス
キ
ル
を
提
供
し
た
い

と
考
え
る
市
民
と
、
仲
間
を
探
し
て
い

る
N
P
O
を
つ
な
ぐ
イ
ベ
ン
ト
　

地
域
で
活
躍
し
た
い
人

Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
セ
ン
タ
ー
ち
ば
・
み
や

な

04
・
７
１
６
８
・
８
６
０
０

和
太
鼓
き
ら
ら
「
二
十
五
周
年

記
念
公
演
」

1
月
28
日

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

30
分
　

市
民
劇
場
　

結
成
二

十
五
年
に
し
て
初
の
公
演
　

無
料

同
団
体
・
倉
田

090
・
４
３
９
９
・

９
２
９
０

松
戸
市
民
コ
ン
サ
ー
ト

1
月
21
日

午
後
2
時
〜
4
時
　

森
の
ホ
ー
ル
21

モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
作
曲
「
大
ミ
サ
曲
ハ
短
調
」
Ｋ
・
427

他
、
管
弦
楽
・
松
戸
シ
テ
ィ
フ
ィ
ル
ハ

ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
、
合
唱
・
松
戸
市

民
コ
ン
サ
ー
ト
合
唱
団
　

千
五
百

円
（
前
売
り
千
二
百
円
）

松
戸
市
音
楽
協
会

383
・
０
１
１
１

う
た
う
生
涯
学
習
成
果
発
表

1
月
13
日

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

市
民
劇
場
　

会
員
の
歌
の
成

果
発
表
と
ヴ
ォ
イ
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
・
西

京
子
氏
に
よ
る
歌
謡
指
導
。
課
題
曲
「
海

峡
出
船
」
市
川
由
紀
乃
　

無
料

フ
ラ
イ
デ
イ
歌
謡
サ
ー
ク
ル
・
小
川

386
・
１
０
５
６

抹
茶
を
楽
し
む
会

1
月
7
日

午
前
10
時
30
分
〜
午
後

0
時
30
分
　

二
十
世
紀
が
丘
市
民

セ
ン
タ
ー
　

正
月
の
お
菓
子
・
花

び
ら
餅
と
抹
茶
を
楽
し
む
　

五
百

円
　当

日
会
場
で

佐
藤

392
・
６
３
０
９

と
も
し
び
読
書
会

1
月
25
日

午
前
10
時
〜
正
午
　

女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ
ど
　

「
海
辺
の
カ
フ
カ
」
下
（
村
上
春
樹
著
）

三
百
円
　

電
話
で
徳
島

388
・
１
８
８
０
へ

も

よ

お

 

も

の

 

催

し

物

 

催

し

物

 
消防訓練センター 

…1月7
日 午前10
時から（演技
は11時から）
…消防訓

練センター
…粋なは

っぴ姿のはし
ご乗り、幼年
消防クラブ員
のフィールド
ドリル、消防
局・消防団に
よる消防演
習。
※当日は、会
場付近の住
民の皆さん
にご迷惑をお掛けすることと思いますが、
ご理解くださるようお願いします。
※雨天の場合は、式典のみを消防局講堂で行
います。
消防局企画管理室 363－1113内線5141

平成19年度から、より身近な行政サービスを効率よく行えるよう国から地方へ税源の移譲が行われます。税
源移譲とは、国から地方公共団体への補助金に代わる新たな財源として、これまでは国税として集めていた所得
税からおよそ3兆円を地方公共団体が住民税として直接集めることができるようにしたものです。
市民税課 366－7322

4段階の税率を6段階に細分化（所得税と住民税を合わせた税負担が変わらないように制度設計）されます。

3段階の税率から一律10％（市民税6％・県民税4％）に変わります。

毎月の給料から税金を天引きされている人などは、所得税が今年の1月の給料から減少し、住民税は今年の6
月から増加しますので、税源移譲の影響は税負担の減少が先行します。一方で事業所得者などは、住民税が今年
の6月から増加し所得税は平成20年の3月の確定申告から減少しますので、税負担の増加が先行します。税源移
譲に伴って、国や地方に納める税額の割合が変わりますが「所得税＋住民税」の総額は変わりません。
しかし、平成19年度は定率減税が廃止されるため、ほとんどの人の税負担は増えることになります。

給与収入 

300万円 
500万円 
700万円 

0 
107,100 
236,700

0 
59,500 
165,500

0 
▲ 47,600 
▲ 71,200

12,300 
74,300 
185,300

13,000 
139,500 
297,500

700 
65,200 
112,200

12,300 
181,400 
422,000

13,000 
199,000 
463,000

700 
17,600 
41,000

所得税 
18年分 19年分 増減 18年度 19年度 増減 18年分/度 19年分/度 増減 

住民税 所得税＋住民税 

年金収入 

230万円 
250万円 
300万円 

20,700 
36,900 
77,400

11,500 
20,500 
43,000

▲ 9,200 
▲ 16,400 
▲ 34,400

6,300 
27,500 
48,400

21,200 
50,000 
95,000

14,900 
22,500 
46,600

27,000 
64,400 
125,800

32,700 
70,500 
138,000

5,700 
6,100 
12,200

所得税 
18年分 19年分 増減 18年度 19年度 増減 18年分/度 19年分/度 増減 

住民税 所得税＋住民税 

※19年分（度）の所得税＋住民税が増えたのは、定率減税が廃止されたことによります。 　 
※一定の社会保険料控除を見込んでいます。 
※特定扶養親族とは年齢が16歳以上23歳未満の人です。 
※年金収入が245万円以下の人の住民税は、非課税措置が廃止されたことによる経過措置を見込んでいます。 
※詳しくは、2月10日発行予定の広報（税特集号）に掲載しますのでご覧ください。 

負 担 の め や す  
給与所得者…夫婦と子ども2人（うち1人は特定扶養親族）の世帯 （単位：円） 

年金受給者…65歳以上、夫婦2人（配偶者は70歳未満）の世帯 （単位：円） 

と
　
や
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児
童
館
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
は

じ
め
て
み
よ
う

2
月
1
日
〜
22
日
の
毎
週
木
曜
日
〔
全

四
回
〕
午
前
10
時
〜
正
午
と
2
月
16
日

午
後
3
時
30
分
か
ら「
あ
そ
ぼ
う
会
」

見
学
（
予
定
）

常
盤
平
児
童
福

祉
館
　

館
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

様
子
を
見
て
児
童
館
を
知
っ
て
も
ら
う
。

手
遊
び
等
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
の
講
習

全
回
参
加
で
き
る
人
　

先
着

二
十
人
　

無
料

1
月
４
日

か
ら
電
話
で
同
館

387

・
３
３
２
０
へ

親
子
の
ス
ー
パ
ー
紙
と
ん
ぼ
教

室
と
指
導
者
講
習
会

1
月
6
日

午
後
1
時
〜
3
時
　

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
　

小
学
生
以
下
の
子
ど
も
と
親
・
祖
父

母
　

先
着
十
五
組
三
十
人
　

一
人
百
円
（
材
料
費
）

※
当
日
午
後
3
時
〜
5
時
に
、
同
会
場

で
指
導
者
講
習
会
を
開
催
（
定
員
先

着
三
十
人
　
費

用
無
料
）

電
話
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
で
ス
ー
パ

ー
紙
と
ん
ぼ
の
会

・
鎌
形

364
・

５
０
８
４
へ

イ
ラ
ン
料
理

1
月
18
日

午
前
10
時
〜
午
後
2
時

30
分
　

市
民
会
館
　

三
十
人

初
回
の
み
三
千
円

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
柳
沢

047
・
491
・
５
８
４
５
へ

五
感
を
使
っ
た
自
然
観
察
と
森

林
セ
ラ
ピ
ー

1
月
21
日

午
前
9
時
30
分
博
物
館

前
集
合
（
正
午
解
散
）

21
世
紀

の
森
と
広
場
　

森
林
セ
ラ
ピ
ー
を

体
験
す
る
こ
と
で
、
森
の
癒
し
を
具
体

的
に
体
感
す
る
　

森
林
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
　

先
着
二
十
人
　

無
料電

話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
千
葉
県
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
会
・
佐
山

047
・

350
・
６
５
６
２
へ

松
戸
中
央
七
福
神
と
史
跡
め
ぐ
り

1
月
7
日

午
前
10
時
新
京
成
常
盤

平
駅
北
口
集
合
（
午
後
4
時
JR
北
小
金

駅
解
散
、
雨
天
の
場
合
1
月
8
日

）

祖
光
院
〜
金
谷
寺
〜
福
昌
寺
〜

常
真
寺
〜
広
徳
寺
〜
慶
林
寺
他
　

昼
食
　

三
百
円
（
保
険
料
、
資

料
代
）

当
日
集
合
場
所
で

松
戸
史
談
会
・
松
田

342
・
１
７
６

４
（
夜
間
の
み
）

大
正
琴
の
調
べ
　
音
楽
ア
ラ
カ

ル
ト1

月
20
日

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

30
分
　

市
民
劇
場
　

新
弦
の

会
＝
地
上
の
星
・
珍
島
物
語
他
、
松
戸

あ
け
ぼ
の
会
＝
時
代
劇
メ
ド
レ
ー
・
君

の
名
は
他
　

無
料

松
戸
あ
け
ぼ
の
会
・
田
中

392
・
８
０

４
７松

戸
七
福
神
め
ぐ
り

1
月
5
日

・
6
日

各
午
前
9
時

30
分
と
10
時
と
10
時
30
分
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
前

（
松
戸
駅
西
口
下
車
）
出
発
　

宝
蔵
院
〜
円
能
寺
〜
医
王
寺
〜
華
厳
寺

〜
金
蔵
院
〜
徳
蔵
院
〜
善
照
寺
（
順
不

同
）

各
五
千
五
百
円
（
バ
ス
代

・
昼
食
代
等
）

※
満
席
に
な
り
次
第
締
め
切
り

電
話
で
金
子

348
・
３
１
５
０
へ

ゆ
う
キ
ッ
ズ
・
親
子
で
遊
ぼ
う

①
1
月
15
日

②
1
月
22
日

各
午

前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分
　

女
性

セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ
ど
　

親
子
で

の
自
由
遊
び
・
読
み
聞
か
せ
・
手
遊
び

等
　

①
一
歳
〜
一
歳
五
カ
月
②
一

歳
六
カ
月
〜
一
歳
十
一
カ
月
　

各

先
着
二
十
組
　

三
百
円

電
話
（
平
日
午
後
8
時
ま
で
）
か
フ

ァ
ク
ス
で

子
育
て
支
援
ぽ
こ
ら
・
加

畑

369
・
０
４
３
５
へ

松
戸
市
民
吹
奏
楽
団
定
期
演
奏
会

1
月
14
日

午
後
2
時
開
演
　

森
の
ホ
ー
ル
21

無
料

円
城
寺

090
・
９
２
９
６
・
２
０
４

７
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ク
ラ
ブ
の
講
座

●
英
会
話
教
室
〔
各
全
十
回
〕
…
①
1

月
16
日
か
ら
毎
週
火
曜
日
②
1
月
17
日

か
ら
毎
週
水
曜
日
③
1
月
18
日
か
ら
毎

週
木
曜
日
④
1
月
19
日
か
ら
毎
週
金
曜

日
各
午
後
2
時
〜
4
時
　

①
五
香

②
馬
橋
東
③
稔
台
の
各
市
民
セ
ン
タ
ー

④
市
民
会
館
　

基
礎
　

中
高

年
の
初
心
者
　

各
十
人
　

各

一
万
二
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

●
熟
年
男
性
の
料
理
教
室
〔
各
全
八
回
〕

…
①
1
月
11
日
か
ら
毎
週
木
曜
日
②
1

月
13
日
か
ら
毎
月
第
二
・
四
土
曜
日
午

前
10
時
〜
午
後
1
時
　

①
②
稔
台

市
民
セ
ン
タ
ー
　

①
基
本
料
理
②

「
魚
と
肴
」料
理
　

中
高
年
の
初
心

者
　

各
五
人
　

①
一
万
二
千

円
②
一
万
六
千
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

●
ヨ
ガ
と
気
功
教
室
〔
全
十
回
〕
…
1

月
10
日
か
ら
毎
週
水
曜
日
午
前
11
時
〜

午
後
1
時
　

市
民
会
館
他
　

初
心
者
　

先
着
五
人
　

七
千

円
電
話
で
同
ク
ラ
ブ
・
栗
原

070
・
５

４
５
１
・
４
５
５
１
へ

千
葉
県
生
涯
大
学
陶
芸
専
攻
科

作
品
展

1
月
18
日

〜
21
日

午
前
10
時
〜

午
後
8
時
（
初
日
は
正
午
か
ら
、
最
終

日
は
午
後
6
時
ま
で
）

柏
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
柏
高
島
屋
Ｓ
館
八
階
）

無
料

山
藤

04
・
７
１
３
９
・
９
８
９
９

雪
に
親
し
む
会

2
月
9
日

午
後
8
時
千
葉
銀
行
松

戸
支
店
前
集
合
（
12
日

午
後
9
時
ご

ろ
解
散
）

志
賀
高
原
（
熊
の
湯

・
横
手
山
）

四
十
人
　

四

万
円
（
往
復
バ
ス
・
宿
泊
費
・
食
事
代

・
レ
ッ
ス
ン
代
・
保
険
料
を
含
む
）

1
月
27
日

〔
必
着
〕
ま
で
に
E
メ

ー
ル
で
松
戸
市
ス
キ
ー
連
盟
・
目
黒
裕

一

yuuichi0929m
eguro@

yahoo.co.jp

（

090
・
２
７
４
７
・
８
２
６
４
）
へ

ち
び
っ
子
体
験
レ
ス
リ
ン
グ
教
室

1
月
21
日

・
28
日

、
2
月
4
日

・
18
日

〔
全
四
回
〕
午
前
9
時
〜

正
午
　

運
動
公
園
体
育
館
　

三
歳
児
〜
小
学
六
年
生
　

五
百
円

（
保
険
料
）

往
復
ハ
ガ
キ
で
、
〒
270
―
２
２
３
２

松
戸
市
和
名
ケ
谷
八
四
八
の
二
　
松
戸

ア
マ
チ
ュ
ア
レ
ス
リ
ン
グ
協
会
・
渡
部

弘
道
（

391
・
１
５
４
７
）
へ

イ
ン
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー
ト
初
心
者

教
室2

月
10
日

午
前
9
時
30
分
〜
11
時

運
動
公
園
体
育
館
　

小
学
生

二
十
人
（
抽
選
）

持
っ

て
い
る
人
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
プ
ロ
テ
ク

タ
ー
　

五
十
円
（
施
設
使
用
料
）

※
イ
ン
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー
ト
の
用
意
あ
り
。

1
月
26
日

〔
必
着
〕
ま
で
に
、
往

復
ハ
ガ
キ
で
教
室
名
・
住
所
・
氏
名
（
ふ

り
が
な
）
・
性
別
・
学
年
・
電
話
番
号

・
シ
ュ
ー
ズ
サ
イ
ズ
・
返
信
用
あ
て
名

を
記
入
し
て
、
〒
271
―
０
０
６
４
松
戸

市
上
本
郷
四
四
三
四
　
松
戸
運
動
公
園

内
ス
ポ
ー
ツ
課（

363
・
９
２
４
１
）
へ

柿
ノ
木
台
公
園
体
育
館
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
機
器
操
作
講
習
会
（
1
月
）

●
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
操
作
講
習
会
＝

1
月
9
日

午
前
10
時
〜
11
時
、
1
月

7
日

・
20
日

・
25
日

午
後
2
時

〜
3
時

●
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
常
駐
日
＝

1
月
5
日

・
13
日

・
17
日

・
28

日

十
六
歳
以
上
の
人
　

講
習
会
は
先
着
二
十
人
　

運
動

着
、
上
履
き
　

三
百
十
円
（
施
設
使

用
料
）

直
接
ま
た
は
電
話

で
同
体
育
館

331
・

１
１
３
１
へ

戸
定
歴
史
館
休
館
の
お
知
ら
せ

1
月
10
日

戸
定
歴
史
館

創
作
・
憲
法
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
君

に
会
い
た
い
」
出
演
者
を
募
集

6
月
3
日

に
森
の
ホ
ー
ル
21
で
行

わ
れ
る
「
は
る
か
ぜ
コ
ン
サ
ー
ト
」
で

行
う
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
出
演
者
を
募
集

し
ま
す
。

2
月
11
日

〜
5
月
〔
全

十
回
〕

安
藤
由
布
樹
に
よ
る
指

揮
・
指
導
　

一
回
三
百
円
、
十
回

二
千
五
百
円
　

※
2
月
11
日
午
後
1
時
〜
３
時
に
、
市

民
会
館
で
練
習
初
日
を
実
施
し
ま
す
。

東
葛
合
唱
団
は
る
か
ぜ
・
太
田

384

・
４
７
５
９

小
金
原
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

風
呂
は
、
１
月
３
日

ま
で
お
休

み
し
ま
す

小
金
原
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

344
・

８
２
７
０

小
金
原
市
民
セ
ン
タ
ー
で
の
１

月
４
日

の
人
権
相
談
は
、
お
休

み
し
ま
す

市
民
相
談
課

366
・
７
３
１
９

2,500円
（テキスト代を含む）文化ホール

文化ホール

　定員各先着10人　持ち物筆記用具・ノートパソコン（貸し出しあ
り）
　電話で、ぱそこん119・仲間�090－4428－8931へ

初めてのパソコン
入門～文書作り

EXCEL入門速習～
表計算の実践

初めてのワード

さあはじめよう♪
♪Ｅメール

さあはじめよう♪
♪インターネット

デジカメ写真の加工～トリ
ミング･合成･色合い改善～

講座名 日時 会場 費用

1/12�13:30
～17:30

1/19�13:30
～17:30

1/20�10:00
～17:00

1/23�10:00
～12:30

1/23�13:30
～17:00

1/26�13:30
～17:00

市民活動サポ
ートセンター

初心者のためのWindowsパソコン教室

4,500円
（テキスト代を含む）

2,000円
（テキスト代を含む）

2,500円
（テキスト代を含む）

　1月5日�から電話またはファクスで、まちづくりNPOセレ
ガ��366－8803へ

費用講座名 日時 会場 定員

�デジカメを使おう

�デジカメ1年生〔全1回〕
（基本・取込・印刷）

�デジカメ2年生
（画像編集・加工）

�デジカメアルバムを作ろう

1/12�
13:30～16:00
1/19�・22�
の各13:30～
16:30
1/26� 
13:30～16:30
1/29� 
13:30～16:30

2,500円

3,000円
各

デジカメ講座

新
松
戸
市
民
セ
ン
タ
ー

先
着
各
十
人

1/25�

2/20�

27�

地域住民と民生委員児童委員の連携フォーラム
期日 時間 内　容 定員

講演会：①災害時の心構えと実践～備えあ
れば憂いなし～
スペースコーディネイター・広瀬英彰氏
②ともに暮らす地域の一員として
民生委員児童委員協議会会長・田中周瑞氏

シンポジウム：災害時に求められる地
域住民と民生委員児童委員との連携
コーディネイター・広瀬英彰氏　パネ
リスト6人

ワークショップ：災害時の心構えと実
践　～地域住民と民生委員児童委員と
の連携～
コーディネイター・広瀬英彰氏　

先着1,000人

先着100人

先着100人

13:30
～16:00

13:30
～16:00

13:30
～16:30

　会場市民会館　対象市内在住の人　費用無料　   
　民生委員児童委員協議会（福祉事務所援護担当室）�366－
3019   

ス
ポ
ー
ツ 

ス
ポ
ー
ツ 

お
し
ら
せ 

お
し
ら
せ 

け

ん

こ

う

 

健
　
康 

健
　
康 

愛の献血

松戸市役所 松戸市献血推進協議会

松戸グリーン
ライオンズクラブ

松戸市婦人団体連絡会

10:00～
11:45、
13:00～
16:00

1/ 4�

　6�

　27�

　28�

伊勢丹松戸店前

ダイエー新松戸店前

伊勢丹松戸店前

時間期日 会場 主催

　持ち物本人確認できるもの（保険証・運転免許証等） 
※すべての血液型の血液が不足しています。  
　保健福祉課�366－7487  

所在地

面積

上本郷字前田2842
番2外1筆

572.52�
宅地・第1種低層住居専
用地域

50�・100�
JR常磐線北松戸駅から
0.7�	

地目等

建ぺい率・容積率

最寄駅

※売却予定は2月1日�です。
　江戸川河川事務所経理課・和田�04－7125
－7312

国有地売却のお知らせ

く
ん
じ
ょ
う

市
民
税
課
ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集

1
月
17
日

〜
4
月
3
日

（
予

定
）
の
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

事
務
経
験
の
あ
る
人
（
学
生
可
）

十
人
程
度
　

時
給
七
百

八
十
円
（
交
通
費
別
途
支
給
）

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
直
接
ま
た

は
郵
送
で
〒
271
―
８
５
８
８
松
戸
市
役

所
　
市
民
税
課
（
新
館
二
階

366
・
７

３
２
２
）
へ

※
書
類
選
考
の
上
、
面
接
日
ま
た
は
採

用
の
可
否
を
ご
連
絡
し
ま
す
。



の
経
験
が
生
か
せ

ま
し
た
。

新
松
戸
校
は
地

域
に
開
か
れ
た
大

学
と
い
う
こ
と

で
、
学
生
以
外
の

人
も
施
設
を
使
え

ま
す
。
学
生
食
堂

で
も
地
元
の
方
の

姿
を
よ
く
見
ま

す
。
新
松
戸
は
家

族
連
れ
が
多
い
の
で
、
と
て
も
温
か
さ

を
感
じ
る
街
で
す
ね
。
ほ
の
ぼ
の
と
し

て
い
い
街
だ
な
と
思
い
ま
す
。

亀
山

千
葉
大
学
園
芸
学
部
緑
地
・

環
境
学
科
二
年
の
亀
山
で
す
。
園
芸
学

部
の
松
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
は
緑
が
豊
か
で

庭
園
な
ど
も
あ
り
、
と
て
も
い
や
さ
れ

る
良
い
キ
ャ
ン
パ
ス
で
す
。
地
域
住
民

が
散
策
す
る
姿
も
見
ら
れ
、
広
く
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

私
は
昨
年
４
月
に
そ
の
松
戸
キ
ャ
ン

4

市
長

皆
さ
ん
、
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日
は
「
も
っ

た
い
な
い
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
語
り
合

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
一
昨
年
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を

受
賞
さ
れ
た
ケ
ニ
ア
環
境
副
大
臣
の
ワ

ン
ガ
リ
・
マ
ー
タ
イ
さ
ん
が
「M

O
T
-

T
A
IN
A
I

」（
も
っ
た
い
な
い
）
と
い

う
日
本
語
を
世
界
共
通
語
と
し
て
広
め

よ
う
と
提
唱
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
深
く

感
銘
を
覚
え
ま
し
た
。
そ
の
「
も
っ
た

い
な
い
」
の
心
を
も
う
一
度
見
つ
め
直

し
、
市
民
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に

よ
る
「
も
っ
た
い
な
い
運
動
」
を
開
始

し
、
今
回
ゲ
ス
ト
と
し
て
お
招
き
し
ま

し
た
講
談
師
の
神
田
紫
さ
ん
に
松
戸
市

の
「
も
っ
た
い
な
い
大
使
」
を
お
願
い

し
ま
し
た
。
神
田
さ
ん
も
ま
た
、
自
作

の
講
談
「
も
っ
た
い
な
い
善
兵
衛
」
を

通
し
て
「
も
っ
た
い
な
い
」
の
精
神
を

世
に
広
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

マ
ー
タ
イ
さ
ん
は
幸
い
に
も
昨
年
二

月
に
来
松
し
、
新
松
戸
南
小
学
校
を
訪

問
さ
れ
ま
し
た
。

今
日
は
、
市
内
に
四
つ
あ
る
大
学
か

ら
学
生
さ
ん
に
お
い
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。
若
い
皆
さ
ん
に
身
近
な
視
点
か
ら

「
も
っ
た
い
な
い
」
に
つ
い
て
、
そ
し

て
こ
れ
か
ら
の
松
戸
市
を
魅
力
的
な
街

に
し
て
い
く
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に
し

て
い
こ
う
か
と
い
っ
た
夢
な
ど
を
語
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
ま
ず
は

自
己
紹
介
を
し
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

栗
原

聖
徳
大
学
生
涯
教
育
文
化
学

科
一
年
の
栗
原
薫
で
す
。
聖
徳
大
学
は

松
戸
駅
の
す
ぐ
前
に
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ

り
ま
す
。
生
涯
教
育
文
化
学
科
は
地
域

に
密
着
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る
人

材
の
養
成
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
昨

年
11
月
、
松
戸
商
工
会
議
所
と
市
と
聖

徳
大
学
が
協
力
し
て
「
聖
徳
ピ
ー
シ
ー

ズ
」
と
い
う
産
学
官
の
連
携
事
業
が
発

足
し
ま
し
た
。
松
戸
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
を
図
り
、
商
店
街
の
活
性
化
を
主

な
活
動
と
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
市
内

の
商
店
街
の
魅
力
マ
ッ
プ
作
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

大
竹

日
本
大
学
歯
学
部
五
年
の
大

竹
伯
房

の
り
ふ
さ

で
す
。
松
戸
歯
学
部
は
メ
デ
ィ

コ
デ
ン
タ
ル
（
医
学
的
歯
学
）
と
い
っ

て
、
歯
だ
け
で
は
な
く
全
身
か
ら
人
の

健
康
を
考
え
て
い
こ
う
と
い
う
理
念
で

や
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
新
た
に
オ
ー
プ

ン
し
た
松
戸
歯
学
部
付
属
病
院
は
、
そ

の
理
念
に
沿
っ
た
も
の
と
聞
い
て
い
ま

す
。部

活
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
で

す
。
毎
年
一
回
、
全
国
の
歯
科
学
生
の

ス
ポ
ー
ツ
大
会
「
オ
ー
ル
デ
ン
タ
ル
」

と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
て
、
昨
年
は
二

十
九
の
歯
科
大
学
が
参
加
し
ま
し
た
。

僕
は
実
行
委
員
長
で
し
た
が
、
い
ろ
い

ろ
と
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
松
戸
歯
学

部
は
惜
し
く
も
準
優
勝
で
し
た
。

和
田

流
通
経
済
大
学
四
年
の
和
田

哲
郎
で
す
。
専
攻
は
経
済
学
で
す
。

う
ち
の
大
学
は
実
学
主
義
を
掲
げ
て

い
ま
し
て
、
実
際
の
経
済
活
動
に
則
し

た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
特
徴
で
す
。
実
社

会
に
も
役
に
立
つ
よ
う
な
講
義
が
充
実

し
て
い
ま
す
。
僕
自
身
は
自
慢
で
き
る

よ
う
な
活
動
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
ア
ル

バ
イ
ト
に
時
間
を
費
や
し
て
き
ま
し
た

（
笑
）。

ゼ
ミ
の
担
当
教
員
の
紹
介
で
、
龍
ケ

崎
市
の
小
学
校
の
授
業
補
助
を
し
た
経

験
が
あ
り
ま
す
。
最
近
、
松
戸
ま
つ
り

に
商
工
会
議
所
が
企
画
し
た
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ

運
営
の
お
手
伝
い
を
し
ま
し
た
が
、
そ

パ
ス
で
環
境
サ
ー
ク
ル
「
マ
ツ
コ
」
を

仲
間
と
共
に
立
ち
上
げ
、
現
在
そ
の
代

表
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
昨
年

「
マ
ツ
コ
」
で
は
、
電
気
を
消
し
て
キ

ャ
ン
ド
ル
の
光
で
夜
を
過
ご
そ
う
と
い

う
全
国
的
な
イ
ベ
ン
ト
「
キ
ャ
ン
ド
ル

ナ
イ
ト
」
を
松
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催

し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
昨
年
の
学
園
祭

「
戸
定
祭
」
で
は
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
作
り
、
ご
み
の
分
別
指
導
を
し
ま
し

た
。
ま
た
、
月
に
二
回
、
環
境
に
関
す

る
勉
強
会
を
開
い
た
り
、
環
境
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
学
生
委
員
会

の
活
動
や
、「
Ｍ
Ｃ
Ｙ
（
松
戸
キ
ャ
ン

パ
ス
を
よ
く
す
る
会
）」
と
い
う
サ
ー

ク
ル
の
活
動
な
ど
も
し
て
い
ま
す
。

市
長

講
談
師
の
神
田
紫
さ
ん
は
現

在
、
日
本
講
談
協
会
の
副
会
長
職
を
務

め
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
ワ
ン
ガ
リ
・
マ

ー
タ
イ
さ
ん
の
活
動
に
感
銘
し
「
も
っ

た
い
な
い
精
神
」
を
伝
え
る
活
動
も
続

け
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
れ
で
市

の
「
も
っ
た
い
な
い
大
使
」
を
お
願
い

し
、
昨
年
ワ
ン
ガ
リ
・
マ
ー
タ
イ
さ
ん

が
新
松
戸
南
小
学
校
を
訪
問
さ
れ
た
時

に
、私
と
一
緒
に
お
会
い
し
て
い
ま
す
。

市
内
で
の
講
演
も
多
く
、
小
学
校
で

「
も
っ
た
い
な
い
教
室
」
を
開
き
、
多

く
の
児
童
に
感
銘
を
与
え
て
い
ま
す
。

環
境
講
談
「
も
っ
た
い
な
い
善
兵
衛
」

を
創
作
さ
れ
た
き
っ
か
け
か
ら
、
お
話

し
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

神
田

一
昨
年
の
夏
に
、
新
聞
で
マ

ー
タ
イ
さ
ん
を
紹
介
し
て
い
る
記
事

や
、
彼
女
の
書
い
た
本
を
読
ん
で
シ
ョ

ッ
ク
を
受
け
た
ん
で
す
。「
も
っ
た
い

な
い
」
と
い
う
日
本
語
を
世
界
共
通
語

に
し
ま
し
ょ
う
と
書
い
て
あ
っ
た
ん
で

す
。
こ
の
言
葉
は
、
私
が
物
心
つ
い
た

時
か
ら
親
に
言
わ
れ
続
け
て
き
た
こ
と

な
ん
で
す
。
水
道
の
水
を
少
し
出
し
っ

ぱ
な
し
に
し
た
り
、
電
気
を
つ
け
っ
ぱ

な
し
に
し
て
い
る
と
「
も
っ
た
い
な
い

こ
と
を
し
て
」
と
叱
ら
れ
て
き
た
も
の

で
す
か
ら
。
あ
ま
り
に
も
日
常
茶
飯
事

す
ぎ
て
、
マ
ー
タ
イ
さ
ん
が
言
う
よ
う

な
深
い
意
味
、
重
い
意
味
だ
と
い
う
こ

と
に
気
が
付
か
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。

私
は
言
葉
を
使
う
仕
事
を
し
て
い
る
の

に
、
日
本
語
に
は
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し

い
言
葉
が
あ
る
こ
と
を
、
外
国
の
方
に

教
え
ら
れ
た
こ
と
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

た
ん
で
す
。

市
長

私
も
子
ど
も
の
こ
ろ
に
言
わ

れ
続
け
て
い
ま
し
た
よ
（
笑
）。

神
田

マ
ー
タ
イ
さ
ん
は
世
界
を
回

っ
て
「
３
Ｒ
運
動
」
を
提
唱
し
て
い
ま

す
。
一
つ
目
の
Ｒ
は
「R

eduse

」（
リ
デ

ュ
ー
ス
）
で
、
ご
み
を
削
減
し
ま
し
ょ

う
。
次
の
Ｒ
は
「R

euse

」（
リ
ユ
ー
ス
）、

再
使
用
で
す
ね
。
た
と
え
ば
お
姉
さ
ん

が
着
て
い
た
洋
服
を
妹
に「
お
下
が
り
」

と
し
て
使
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で

す
。
三
つ
目
の
Ｒ
が
「R

ecycle

」（
リ

サ
イ
ク
ル
）、
あ
る
も
の
を
違
う
形
に

変
え
て
使
い
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
。

こ
れ
を
説
明
す
る
と
、
ど
う
し
て
も
長

く
な
っ
て
し
ま
う
ん
だ
そ
う
で
す
。

マ
ー
タ
イ
さ
ん
は
来
日
中
、
あ
る
方

と
の
対
談
時
に
「
も
っ
た
い
な
い
」
と

い
う
言
葉
を
知
っ
た
そ
う
で
す
。
３
Ｒ

の
説
明
す
べ
て
が
含
ま
れ
て
い
て
、
し

か
も
深
い
意
味
と
重
い
意
味
を
こ
ん
な

に
端
的
に
一
言
で
伝
え
る
言
葉
は
な
い

と
思
わ
れ
た
ん
で
す
ね
。
彼
女
は
「
大

き
な
こ
と
を
し
て
く
だ
さ
い
と
言
う
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
が
で
き
る

身
近
な
こ
と
か
ら
や
り
始
め
て
く
だ
さ

い
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。
私
が
で
き
る

こ
と
っ
て
何
だ
ろ
う
と
考
え
ま
す
と
、

私
は
講
談
師
で
す
か
ら
、「
も
っ
た
い

な
い
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
談
を
作
っ

て
多
く
の
人
に
聞
い
て
い
た
だ
い
て
、

こ
の
言
葉
の
意
味
の
深
さ
と
重
さ
を
改

め
て
考
え
て
欲
し
い
と
思
っ
て
、
環
境

講
談
「
も
っ
た
い
な
い
善
兵
衛
」
を
創

作
し
ま
し
た
。

ものやお金を大切にしていますか。人を大切にし、思いやりや感謝の心を忘れ
ていませんか。市では、日本の精神文化である「もったいない」の心をもう一度
見つめ直し、自然や人間を慈しむ心を育てるまちづくり「もったいない運動」を
推進しています。新春にあたり市内の大学から4人の学生さんと、もったいない
大使の講談師・神田 紫さんをお招きし、「もったいない」をテーマに大いに語り
合っていただきました。

新春市長座談会 合い言葉は“もったいない”

「情けは人の「情けは人の 
ためならず」　ためならず」 
感謝の心を感謝の心を 
大切に大切に 

「情けは人の 
ためならず」 
感謝の心を 
大切に 

「いただきます」「いただきます」 
という言葉のという言葉の 
意味を大切に意味を大切に 

「いただきます」 
という言葉の 
意味を大切に 

く
り
ば
ら



事
な
ん
で
す
。
そ
う
な
れ
ば
こ
の
運
動

は
成
功
す
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。

市
長

皆
さ
ん
は
学
校
外
で
も
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
が
、「
も

っ
た
い
な
い
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
は
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す

か
。
活
動
の
中
で
印
象
的
な
こ
と
な
ど

も
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

栗
原
さ
ん
は
キ
ャ
ン
プ
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
子
ど
も
た
ち
と
接
す
る
機
会
が
多

い
そ
う
で
す
ね
。

栗
原

は
い
。「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
集

団
Ｄ
Ｏ
」
の
活
動
で
キ
ャ
ン
プ
リ
ー
ダ

ー
を
し
て
い
ま
し
て
、
子
ど
も
た
ち
を

連
れ
て
群
馬
県
の
上
野
村
で
キ
ャ
ン
プ

を
し
て
い
ま
す
。
小
中
学
生
の
グ
ル
ー

プ
に
高
校
生
と
大
学
生
が
付
い
て
キ
ャ

ン
プ
生
活
を
す
る
ん
で
す
。
何
を
食
べ

る
か
、
ど
こ
へ
行
き
た
い
か
、
何
を
し

た
い
か
、全
部
自
分
た
ち
で
決
め
ま
す
。

当
然
ご
み
も
全
部
自
分
た
ち
で
持
ち
帰

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
ら
、
で
き

る
だ
け
ご
み
を
出
さ
な
い
工
夫
を
し
ま

す
。
食
事
の
材
料
も
使
え
る
と
こ
ろ
ま

で
ム
ダ
な
く
使
う
こ
と
を
考
え
る
。
キ

ャ
ン
プ
の
後
に
保
護
者
の
方
か
ら
聞
い

た
の
で
す
が
、
今
ま
で
食
事
の
前
に
何

で
き
あ
が
り
ま
す
ね
（
笑
）。

市
長

市
役
所
で
は
、
私
が
本
部
長

に
な
っ
て
、
も
っ
た
い
な
い
運
動
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
こ
の
春
に
は
も
っ
た

い
な
い
運
動
推
進
市
民
会
議
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
運
動

に
協
賛
し
て
い
た
だ
い
た
、
四
百
七
十

の
市
民
団
体
、
企
業
と
一
緒
に
行
う
運

動
で
す
。
ア
イ
デ
ア
も
た
く
さ
ん
出
て

い
ま
す
。

「
21
世
紀
の
森
と
広
場
」
は
素
晴
ら

し
い
け
れ
ど
、
松
戸
で
も
確
実
に
緑
地

が
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
守

る
手
だ
て
も
必
要
で
す
が
、
守
り
ば
か

り
で
は
な
く
、
今
度
は
攻
め
に
転
じ
て

い
こ
う
と
。
子
ど
も
た
ち
を
集
め
て

「
グ
リ
ー
ン
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
ど
ん
ぐ
り
隊
」

を
編
成
し
て
、
み
ん
な
で
市
民
の
森
を

作
っ
て
い
く
の
は
ど
う
か
な
。
一
方
、

す
で
に
松
戸
の
学
校
の
机
や
い
す
を
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
学
校
で
使
っ
て
く
だ
さ

い
と
、
五
年
間
で
約
五
千
セ
ッ
ト
お
送

り
し
た
ん
で
す
。
も
の
す
ご
く
喜
ば
れ

ま
し
た
よ
。
次
は
消
防
自
動
車
を
送
り

た
い
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
少
し
大

げ
さ
に
な
り
ま
す
が
、
松
戸
か
ら
草
の

根
の
国
際
貢
献
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
。
松
戸
で
緑
を
増
や
し
て
も
地
球
環

境
が
ど
う
な
る
も
の
で
は
な
い
け
れ

ど
、
発
信
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

少
し
は
貢
献
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
ん
で
す
。

神
田

自
分
が
ち
ょ
っ
と
く
ら
い
電

気
を
浪
費
し
た
っ
て
地
球
環
境
が
変
わ

る
わ
け
は
な
い
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す

が
、
マ
ー
タ
イ
さ
ん
の
本
を
読
ん
で
か

ら
は
、〝
塵
も
積
も
れ
ば
山
と
な
る
〞

と
い
う
こ
と
で
世
界
規
模
で
や
っ
た

ら
、
環
境
は
今
よ
り
は
良
く
な
る
と
思

う
ん
で
す
。
私
も
「
も
っ
た
い
な
い
善

兵
衛
」
を
語
っ
て
い
ま
す
し
、
大
使
に

も
な
っ
た
の
で
、
自
分
で
で
き
る
こ
と

を
や
ろ
う
と
思
っ
て
去
年
の
夏
、
あ
の

暑
い
中
、
家
で
は
ク
ー
ラ
ー
を
一
度
も

使
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
窓
や
玄
関
を
開

け
て
、
風
通
し
を
よ
く
し
て
が
ん
ば
り

ま
し
た
。
こ
の
冬
も
暖
房
の
使
用
を
極

力
少
な
く
心
掛
け
て
い
る
ん
で
す
よ
。

市
長
さ
ん
の
お
言
葉
通
り
、
松
戸
か
ら

ぜ
ひ
発
信
し
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
で

す
ね
。

5

市
長

私
も
市
長
就
任
以
来
「
緑
花

清
流
」、
つ
ま
り
緑
、
花
、
き
れ
い
な

川
づ
く
り
を
掲
げ
て
き
ま
し
た
。
ひ

と
・
も
の
・
自
然
を
大
事
に
し
て
い
く

こ
と
が
松
戸
に
は
求
め
ら
れ
て
い
る
。

も
う
本
当
に
地
球
が
悲
鳴
を
上
げ
て
泣

い
て
い
る
よ
う
な
環
境
の
中
で
、
松
戸

が
で
き
る
こ
と
は
何
か
。
地
球
規
模
で

見
る
と
ケ
シ
粒
に
も
な
ら
な
い
よ
う
な

松
戸
市
で
も
、
地
球
環
境
保
護
の
た
め

の
国
際
貢
献
は
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
足
元
か
ら
と
い
う
こ
と
で

「
も
っ
た
い
な
い
運
動
」
を
進
め
て
い

ま
す
。

神
田

大
使
に
任
命
し
て
い
た
だ
く

な
ん
て
、び
っ
く
り
し
ま
し
た
よ（
笑
）。

市
長

神
田
さ
ん
と
コ
ン
ビ
で
市
立

小
学
校
を
回
っ
て
き
ま
し
た
が
、
多
く

の
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
賛
同
し
て
い
た

だ
い
て
き
ま
し
た
。
学
校
へ
行
っ
て
み

た
ら
、
み
ん
な
素
晴
ら
し
い
環
境
へ
の

取
り
組
み
を
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。

神
田

私
も
小
学
校
で
子
ど
も
た
ち

と
接
す
る
中
で
、
彼
ら
の
目
の
輝
き
に

驚
き
ま
し
た
。

市
長

子
ど
も
の
時
か
ら
あ
ん
な
に

「
も
っ
た
い
な
い
」
と
言
わ
れ
て
き
た

我
々
の
方
が
、
よ
っ
ぽ
ど
も
っ
た
い
な

い
生
活
を
送
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
。
子
ど
も
た
ち
は
こ
の
言
葉
を
知
ら

な
く
て
も
、
我
々
が
気
が
付
か
な
い
こ

と
を
逆
に
教
え
て
も
ら
っ
た
ほ
ど
で
し

た
。
で
す
か
ら
、
神
田
さ
ん
が
言
わ
れ

た
よ
う
に
、
一
緒
に
「
も
っ
た
い
な
い
」

を
考
え
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大

も
言
わ
な
か
っ
た
子
ど
も
が
、
き
ち
ん

と
手
を
合
わ
せ
て
「
い
た
だ
き
ま
す
」

と
言
い
始
め
た
と
い
う
ん
で
す
。
そ
の

話
が
一
番
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

市
長

日
常
生
活
の
中
で
は
ど
う
で

す
か
。

栗
原

母
に
マ
ー
タ
イ
さ
ん
の
本
を

薦
め
ら
れ
て
読
ん
で
み
る
と
、
そ
の
中

に
風
呂
敷
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
柄
が
あ
っ
て
、
ス
ー
パ
ー

の
レ
ジ
袋
よ
り
も
楽
し
い
し
、
自
由
自

在
な
形
に
包
め
る
と
て
も
便
利
な
も
の

だ
と
い
う
こ
と
が
書
い
て
あ
っ
て
、
こ

の
本
を
読
ん
で
か
ら
使
い
始
め
て
い
ま

す
。

神
田

マ
ー
タ
イ
さ
ん
も
、
風
呂
敷

を
ス
カ
ー
フ
の
よ
う
に
使
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
よ
。
そ
の
発
想
が
素
晴

ら
し
い
で
す
よ
ね
。

大
竹

僕
は
今
回
初
め
て
市
が
「
も
っ

た
い
な
い
運
動
」
を
や
っ
て
い
る
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
僕
は
何
を
し

て
い
る
か
考
え
て
み
ま
し
た
。
た
と
え

ば
コ
ン
ビ
ニ
で
弁
当
と
冷
た
い
お
茶
を

買
う
と
、
袋
を
別
々
に
包
ん
で
く
れ
る

ん
で
す
。「
袋
は
一
つ
で
い
い
で
す
」

と
言
う
と
一
つ
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ご
み
も
増
え
な
い
し
、ム
ダ
も
省
け
た
。

そ
れ
か
ら
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
に
芯

が
な
い
も
の
も
見
つ
け
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
何
も
気
に
し
て
い
な
か
っ
た
け
れ

ど
、
日
常
生
活
の
中
で
い
ろ
い
ろ
新
し

い
も
の
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
僕
は
食

べ
物
は
残
さ
な
い
よ
う
心
掛
け
て
い
ま

す
が
、
一
人
暮
ら
し
で
自
炊
を
し
て
い

る
と
、
ど
う
し
て
も
残
っ
て
し
ま
い
ま

す
ね
。
ど
う
も
ム
ダ
を
出
す
話
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
（
笑
）。

和
田

大
竹
さ
ん
の
話
で
思
い
出
し

ま
し
た
が
、
僕
の
家
は
神
田
さ
ん
と
同

じ
で
、
昔
か
ら
親
に
「
も
っ
た
い
な
い
」

と
よ
く
言
わ
れ
て
育
ち
ま
し
た
。
一
番

よ
く
言
わ
れ
た
こ
と
は
ご
飯
粒
の
こ
と

で
し
た
。「
一
粒
残
さ
ず
食
べ
な
さ
い
。

も
っ
た
い
な
い
か
ら
」
と
。
好
き
嫌
い

が
多
く
て
、
よ
く
残
す
こ
と
が
あ
っ
た

ん
で
す
が
、
い
つ
も
父
が
「
も
っ
た
い

な
い
」と
言
っ
て
食
べ
て
く
れ
ま
し
た
。

親
か
ら
教
わ
っ
て
何
気
な
く
や
っ
て
い

た
こ
と
は
、
結
婚
し
た
ら
、
自
分
の
子

ど
も
に
も
教
え
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大

切
な
ん
だ
な
と
思
い
ま
す
。

亀
山

大
竹
さ
ん
の
コ
ン
ビ
ニ
の
お

話
で
す
が
、
最
近
ア
ル
バ
イ
ト
で
コ
ン

ビ
ニ
の
店
員
を
や
っ
て
い
ま
し
て
、
や

は
り
温
か
い
も
の
と
冷
た
い
も
の
を

別
々
の
袋
に
入
れ
て
い
た
の
で
、「
こ

れ
、
ご
一
緒
で
も
い
い
で
す
か
」
と
聞

い
て
み
て
、
な
る
べ
く
袋
を
節
約
し
て

み
た
り
、
少
し
の
商
品
だ
っ
た
ら
「
こ

の
ま
ま
で
も
よ
ろ
し
い
で
す
か
」
と
言

っ
て
い
る
ん
で
す
。
あ
と
は
自
分
の

「
マ
イ
は
し
」
を
持
ち
歩
い
て
、
割
り

ば
し
は
使
わ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。和

田
さ
ん
の
親
か
ら
子
、
子
か
ら
孫

へ
「
も
っ
た
い
な
い
精
神
」
を
伝
え
て

い
く
っ
て
話
、
素
敵
で
す
ね
。
今
は
子

ど
も
が
い
な
い
の
で
、
周
囲
の
人
に
伝

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
長

和
田
さ
ん
と
亀
山
さ
ん
が
結

婚
し
た
ら
「
も
っ
た
い
な
い
夫
婦
」
が

一人前の歯科一人前の歯科 
医師になれるよう医師になれるよう 
頑張ります頑張ります 

一人前の歯科 
医師になれるよう
頑張ります 

マイはしを携帯して、マイはしを携帯して、 
割りばしは使いません割りばしは使いません 
マイはしを携帯して、 
割りばしは使いません 

「もったいない」は「もったいない」は 
経済学の基本でも経済学の基本でも 
あるんですあるんです 

「もったいない」は 
経済学の基本でも 
あるんです 

ち
り
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市
長

先
日
、
亀
山
さ
ん
の
学
校
、

千
葉
大
園
芸
学
部
に
行
っ
て
講
演
を
し

た
と
き
、
て
ん
ぷ
ら
油
で
デ
ィ
ー
ゼ
ル

自
動
車
を
動
か
す
と
い
う
話
を
し
た
ん

で
す
。
各
家
庭
で
だ
い
た
い
年
間
平
均

二
リ
ッ
ト
ル
く
ら
い
て
ん
ぷ
ら
油
を
捨

て
て
い
る
そ
う
で
す
。
今
松
戸
に
は
二

十
万
世
帯
あ
り
ま
す
か
ら
、
年
間
四
十

万
リ
ッ
ト
ル
集
ま
っ
た
と
し
て
、
そ
れ

で
デ
ィ
ー
ゼ
ル
自
動
車
が
走
れ
る
距
離

が
、
な
ん
と
地
球
を
百
五
十
周
分
も
あ

る
ら
し
い
で
す
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も

単
純
計
算
で
す
け
れ
ど
ね
。
各
家
庭
か

ら
集
め
る
と
い
う
細
か
い
作
業
は
、
松

戸
の
今
の
シ
ス
テ
ム
を
使
え
ば
で
き
ま

す
よ
。

神
田

使
っ
た
て
ん
ぷ
ら
油
を
捨
て

る
の
は
面
倒
く
さ
い
ん
で
す
よ
。
集
め

て
い
た
だ
け
る
な
ら
、大
助
か
り
で
す
。

「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う
と
、
た
だ

節
約
す
る
だ
け
の
よ
う
に
思
う
で
し
ょ

う
。
私
も
最
初
は
そ
う
思
っ
て
い
た
ん

で
す
け
ど
、
市
で
提
唱
し
て
い
る
「
ひ

と
・
も
の
・
し
ぜ
ん
を
大
切
に
」
と
い

う
中
に
含
ま
れ
て
い
る
自
然
。
空
気
と

か
水
な
ど
、
人
間
に
は
絶
対
に
作
る
こ

と
が
で
き
な
い
も
の
で
す
よ
ね
。
そ
う

い
う
自
然
に
対
し
て
、
ま
た
周
囲
の
人

に
対
し
て
、
感
謝
の
心
を
持
つ
べ
き
だ

と
思
う
ん
で
す
。
そ
の
心
を
持
て
ば
、

い
じ
め
と
か
自
殺
と
い
う
も
の
も
な
く

な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。

人
は
一
人
で
は
絶
対
生
き
て
い
け
ま

せ
ん
ね
。
必
ず
ど
こ
か
で
誰
か
の
世
話

に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
。
昔
か
ら
〝
情

け
は
人
の
た
め
な
ら
ず
〞
と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
。
誰
か
に
情
け
を
か
け
て

あ
げ
る
と
、
そ
れ
が
回
り
回
っ
て
必
ず

自
分
の
と
こ
ろ
に
帰
っ
て
き
て
助
け
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
を
含

め
て
松
戸
市
の
「
ひ
と
・
も
の
・
し
ぜ

ん
を
大
切
に
」
と
い
う
こ
と
を
、
一
緒

に
も
う
一
度
考
え
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
が

「
も
っ
た
い
な
い
精
神
」
だ
と
私
は
思

っ
て
い
ま
す
。

市
長

と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
に
ぜ
ひ

松
戸
の
印
象
を
伺
い
た
い
の
で
す
が
。

栗
原

私
は
今
、
常
盤
平
に
あ
る
大

学
の
寮
に
い
ま
す
が
、
交
通
の
便
が
良

い
こ
と
と
、
東
京
に
近
い
と
い
う
印
象

で
す
。
し
か
も
緑
が
と
て
も
多
い
で
す

ね
。「
21
世
紀
の
森
と
広
場
」
へ
行
っ

て
み
た
ら
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。ま
た
、

「
ピ
ー
シ
ー
ズ
」
の
活
動
を
し
て
気
付

い
た
こ
と
は
、
商
店
街
が
と
て
も
多
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
生
涯
教
育
を
学
ぶ

中
で
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
人
た

ち
に
た
く
さ
ん
お
会
い
し
ま
し
た
が
、

情
熱
が
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

市
長

交
通
の
便
は
い
い
で
す
よ
。

二
十
三
も
駅
が
あ
る
ん
で
す
。
こ
ん
な

に
駅
が
多
い
市
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。そ
の
分
生
活
し
や
す
い
街
で
す
ね
。

商
店
街
も
非
常
に
多
い
。

大
竹

栗
原
さ
ん
と
同
じ
印
象
で
す
。

と
に
か
く
交
通
の
便
が
本
当
に
良
い
で

す
ね
。
実
家
の
方
で
は
電
車
は
三
十
分

に
一
本
で
し
た
か
ら
。
五
年
間
松
戸
市

に
住
み
ま
し
た
が
、
と
て
も
住
み
良
い

街
で
す
。

和
田

松
戸
ま
つ
り
で
商
店
街
を
見

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
昔
な
が

ら
の
人
情
味
の
あ
る
商
店
街
と
い
う
印

象
で
す
。
ま
た
新
松
戸
に
は
マ
ン
シ
ョ

ン
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
、
駅
前
の
商
店

街
と
は
ま
た
違
う
印
象
で
す
。
街
の
中

に
は
緑
が
多
く
、
こ
こ
は
本
当
に
住
み

や
す
い
と
思
い
ま
し
た
。
で
も
、
農
地

は
減
っ
て
い
く
傾
向
で
す
ね
。
田
ん
ぼ

や
畑
が
あ
る
環
境
と
い
う
の
が
本
当
は

一
番
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す

が
、
年
々
減
っ
て
い
く
の
は
仕
方
が
な

い
の
で
し
ょ
う
か
ね
。

亀
山

大
学
に
入
っ
て
初
め
て
松
戸

に
来
ま
し
た
。
園
芸
学
部
が
あ
る
と
い

う
だ
け
で
田
舎
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま

し
た
が
、
人
が
い
っ
ぱ
い
い
て
す
ご
く

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
住
ま
い
は
上
本

郷
な
の
で
国
道
六
号
線
を
自
転
車
に
乗

っ
て
通
学
し
て
い
ま
す
が
、
自
動
車
の

交
通
量
が
す
ご
く
多
く
て
、
そ
の
割
に

は
歩
道
が
狭
く
て
通
り
に
く
い
し
、
排

気
ガ
ス
も
多
い
の
で
、
通
う
の
が
つ
ら

い
な
ぁ
と
い
う
の
が
正
直
な
感
想
で

す
。信
号
の
な
い
横
断
歩
道
も
あ
っ
て
、

交
通
の
面
で
少
し
怖
い
と
思
い
ま
し
た
。

市
長

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま

す
。
今
は
も
う
高
齢
化
社
会
で
バ
リ
ア

フ
リ
ー
の
時
代
で
す
か
ら
、
快
適
歩
行

空
間
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
す
が
。
松
戸
市
は
市
道
だ
け
で
も

千
キ
ロ
以
上
あ
り
ま
す
。
で
き
る
限
り

安
心
し
て
歩
け
る
よ
う
に
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
し
か
も
動
脈
の
六
号
線
は

相
当
な
交
通
量
な
の
で
、
交
通
安
全
は

多
く
の
方
と
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
安
全
安
心
の
対
策
に
は
、
一
層

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
で
す
。

市
長

そ
れ
で
は
最
後
に
、
若
い
皆

さ
ん
に
将
来
の
希
望
を
語
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

栗
原

将
来
、
地
元
の
公
務
員
に
な

り
た
い
で
す
。
自
分
の
街
を
自
分
の
手

で
輝
か
せ
る
お
手
伝
い
が
で
き
た
ら
素

敵
だ
な
と
思
う
の
で
す
。そ
の
た
め
に
、

今
は
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
ひ
た
す

ら
勉
強
中
で
す
。

大
竹

僕
は
将
来
の
職
業
を
歯
科
医

師
と
決
め
て
こ
の
大
学
に
入
学
し
、
今

そ
の
た
め
に
勉
強
し
て
い
る
途
中
で

す
。
運
動
が
好
き
で
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
や
フ
ッ
ト
サ
ル
を
や
っ
て
い
ま
す

が
、
ぜ
ひ
続
け
て
い
き
た
い
。
人
と
接

す
る
こ
と
も
好
き
な
の
で
、
い
ろ
い
ろ

な
人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

和
田

僕
は
四
月
か
ら
レ
ス
ト
ラ
ン

を
運
営
す
る
会
社
に
就
職
す
る
予
定
で

す
。
ま
た
、
家
庭
で
の
料
理
の
重
要
性

を
訴
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
気

軽
に
外
食
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
反

面
、
家
で
料
理
を
す
る
機
会
が

減
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る

ん
で
す
。
料
理
は
人
間
だ
け
に

与
え
ら
れ
た
素
晴
ら
し
い
能
力

で
す
。
そ
れ
を
退
化
さ
せ
る
の

は
、
と
て
も
「
も
っ
た
い
な
い
」

こ
と
で
す
。
そ
れ
か
ら
松
戸
市

に
期
待
し
た
い
の
で
す
が
、
よ

り
良
い
住
環
境
と
は
何
か
を
追

求
し
、
実
行
し
て
、
松
戸
市
か

ら
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

全
国
に
発
信
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

亀
山

現
実
は
も
の
す
ご
く

困
難
だ
と
思
い
ま
す
が
、
い
つ

か
、
自
然
環
境
問
題
が
解
決
し

て
、
世
界
中
か
ら
戦
争
が
な
く

な
り
、
生
物
み
ん
な
が
共
存
で

き
る
世
の
中
に
な
っ
て
欲
し

い
。
そ
の
た
め
に
私
の
で
き
る

こ
と
は
何
か
を
考
え
、
少
し
で
も
実
行

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
長

本
日
は
「
も
っ
た
い
な
い
」

を
テ
ー
マ
に
皆
さ
ん
か
ら
い
ろ
い
ろ
な

お
話
を
伺
い
、
新
鮮
な
刺
激
を
受
け
る

と
と
も
に
、
す
で
に
皆
さ
ん
が
「
も
っ

た
い
な
い
」を
実
践
し
て
い
る
こ
と
に
、

大
変
心
強
い
思
い
が
し
ま
し
た
。
皆
で

ひ
と
・
も
の
・
し
ぜ
ん
を
大
切
に
す
る

運
動
を
全
国
に
発
信
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
将
来
「
も
っ
た
い
な
い
記
念
日
」

で
も
で
き
れ
ば
良
い
の
で
す
が
。
本
日

は
長
時
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

同校の児童は、マータイさんの提唱する「MOTTAINAI（もったい
ない）運動」に感銘し、一昨年から給食を残さないなどの運動に取り
組んできました。授業でマータイさんは、世界の子どもたちに健康的
な環境を残していくために「資源を大切にする」という意味の「もっ
たいない」という日本語を国際語にしたい、と児童たちに優しく語り
かけました。当日は本市の「もったいない大使」神田紫さんも参加さ
れました。また、マータイさんの来校を記念して、「もったいない精
神」がいつまでも引き継がれるよう願いを込めて、同校にユズリハの
木を植樹しました。
マータイさんは1940年生まれ、ケニア出身。1977年に有志と「グ
リーンベルト運動」を創設して植林を始め、これまでケニア全土に
3000万本の木を植えてきました。この運動は、自然保護にとどまら
ず、植林を通じて貧しい人々の意識を高め、女性の地位向上を含むケ
ニア社会民主化の原動力となっています。これらの環境や人権に対す
る貢献が評価され、2004年にノーベル平和賞を受賞しました。「限り
ある資源を有効に使い、皆で公平に分担すべきだ。そうすれば、資源
をめぐる争いである戦争は起きない」と、主張しています。
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新春初笑い　三人会

東方女子楽坊「C-gal」

アコムみるコンサート物語「ピー
ターパン」

松戸市民吹奏楽団第26回定期演奏会

坂本冬美コンサート

名作まんが映画会(アンパンマン他)
松戸市音楽協会第18回松戸市民コ
ンサート
東葛男声合唱団JORDAN会合同演奏会 
さだまさしコンサートツアー

ニューイヤー　ファミリーコンサート

松戸市民カラオケ歌謡協会初春歌謡祭
くらびあぐるーぷピアノ発表会
Pianoグループゆーかり第1回発表会
さかえバレエ教室第2回発表会
松戸市民合唱団・小さな音楽会

★

★

★

★
★

★
★

★

12:30

18:30

14:00

14:00

14:30
18:30
10:00

14:00

14:00
18:00

14:00

9:20
12:30
13:00
16:00 
14:00

�夢空間 �03―5785―0380
MIN-ONチケットセンター
 �03―3226―9999
笑顔のおてつだい事務局
(アコム広報部内) 
 �0120―7878―07
松戸市民吹奏楽団  円城寺
 �090―9296―2047
�アイエムオープロモーション
 �048―645―9009
映光社 �0422―45―3954
松戸市音楽協会事務局
 �383－0111
山下 �04－7188－1673
ちけっとぽーと �03－5403－3330
ムジカ・プロムナード  瓦田
 �050－1526－5954
片岡 �365－3133
平野 �04－7175－1385
杉本 �367－1624
加藤 �362－6552
浅井 �387－6580

1 / 6

12

13

14

19

20

21

28
30

1 / 7

13
14
20
27
28

� 地球のステージ ★ 17:30 和久 �361―09731 / 5�
フジ友の会コンサート　ジャンルは多様　 13:30 山口 �362―71737�
OLINZ13周年記念イベント  まつど
ミュージックショー07

　 12:00 海老原
 �090―3577―6100

8�

うたう生涯学習成果発表会 　 9:50 小川 �386―105613�
松戸童謡の会　童謡を歌う(月例会) ★ 13:55 福田 �387―105917�

大正琴の調べ　音楽　ア　ラ　カルト 　 13:30 二本木 �346―792320�

和太鼓きらら「25周年記念公演」
　
13:30

田中 �392―8047
28� 　 青山 �385―9158

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

休館日…月曜日（祝日の場合は開館し、翌日休館）
※駐車場は大変混雑いたします。電車・バスをご利用ください。
※有料公演については、チケットが完売している場合がございます。

期　日 問い合わせ先開演時間内　容（★は有料）

大
ホ
ー
ル

小
ホ
ー
ル

森のホール21 �384-5050

森のホール21チケットガイド 森のホール21チケットセンター�384-3331

※会場はいずれも森のホール21です。
※森のホール21チケットセンターの受け付け時間は、午前10時～午後7時（月曜日
は休館です。月曜日が祝日の場合は翌日が休館です。）
※詳細はホームページをご覧ください。　　http://www.morinohall21.com/
※都合により変更等が生じることがありますので、ご了承ください。

期　日 開演時間 会　場 料　金内　容
＜こどもちゃれんじ＞ファミリーシア
ターしまじろう　ふしぎなもりの も
のがたり

12:30
15:30

大ホール
※発売中

全席指定1,500円
※3歳以上有料
※3歳未満ひざ上無料

2/25�

市原悦子　ドラマライブ～あらしのよる
に～

17:00
大ホール
※発売中
※未就学児不可

全席指定
4,500円

3/ 3�

きらめき 35th Anniversary天童よしみ
35周年記念コンサート～ありがとう～    

14:00
18:30

大ホール
※発売中

全席指定
ＳS席7,000円

9�

シエナ・ドリーム・ブラス 19:00
大ホール
※発売中
※未就学児不可

全席指定
2,500円

16�

南こうせつ   CONCERT   
TOUR2007～友の唄が聴こえる～

18:00
大ホール
※発売中
※未就学児不可

全席指定
S席 6,300円
A席 4,500円

17�

金子由香利 　リサイタル Vol.27
～私のパリ～

15:00
小ホール
※発売中
※未就学児不可

全席指定
6,500円

20�

エル・バシャ　ピアノリサイタル 19:00
小ホール
※発売中
※未就学児不可

全席指定
4,000円

22�

常盤平児童福祉館 �387-3320

根木内こども館 �345-2722

野菊野こども館 �331-1144

児童福祉館・こども館・催し物

事業名 内容／対象／費用会　場日　時

1/10�15:00～15:30ひょうたんの会 　内容手遊びとお話　対象0歳から

明市民セン
ター

土曜移動
児童館

　内容羽子板大会・こま回し大
会・メンコ大会　対象主に小学
生　費用無料

1/20�13:00～16:30

常盤平児童
福祉館

こどもパソ
コン教室

　内容オリジナルのカレンダー
を作ろう　対象小学生以上　定
員各回3組　費用無料

1/20�・21�、2/4�・17�
①10:00～11:30②13:15～
14:45

稔台市民セ
ンター

　内容①わくわく広場②あそぼう会　
対象①乳幼児とその親②主に小学生

1/16・23・30の火曜日①10:00
～12:00 ②14:00～16:30

青少年会館
樋野口分館

　内容わくわく広場　対象乳幼
児とその親

1/17・24・31の水曜日10:00～
12:00

柿ノ木台公
園体育館

　内容あそぼう会　対象主に小
学生

1/17・24の水曜日
15:15～16:30

青少年会館 　内容わくわく広場　対象乳幼
児とその親

1/18・25の木曜日
10:00～12:00

馬橋市民セ
ンター

　内容あそぼう会　対象主に小
学生

1/18・25の木曜日
15:15～16:30

中高生の
広場（T・A
・P・S）

1/27�17:00～19:00 　内容卓上ゲームを楽しもう　
対象中学生･高校生

1/27�15:00～17:00 　内容映画会　対象3歳からおもしろ探検クラブ

1/14�14:00～15:00子どもの主張 　内容みんなに聞いてほしいことを話そう。
対象小学生以上　費用無料

移動
児童館

1/28�14:00～16:00 　内容いろんな手作りおもちゃであそぼう
対象幼児と保護者、小学生以上　費用無料

「小金あそび
ば」といっし
ょにあそぼ！

2/ 2�16:00～16:40
　内容おはなしの玉手箱のボランティアさ
んによるお話会と豆まき　対象幼児と保護者、
小学生以上　費用無料

節分（豆ま
き）

市民劇場 �368-0070

期　日 問い合わせ先開演時間内　容（★は有料）

新春歌謡芸能大会 　 11:00 松戸歌謡友の会 �387－89911 /14�
第3回　国税文化祭 　 13:30 東京国税局吹奏楽団 �03－3955－610027�

女性センター(申込制�364－8778) 10:30～11:101 /10�
チェリッシュ・サポート・システム(野菊野保育園内) 10:50～11:3016�
女性センター(申込制�364－8778)

10:30～11:10

17�
CMS子育て支援センター(六高台保育園内)19�
青少年会館24�
矢切公民館25�
常盤平児童福祉館26�
根木内こども館(児童養護施設　晴香園内) 14:00～14:40

1 /10�

期　日 問い合わせ先開演時間内　容

市民会館 �368-1237

おはなしキャラバン �松戸市おはなしキャラバン�344-3037

期　日 会　場 時　間 プログラム

絵本はじめのいーっぽ 市立図書館�365-5115

期　日 時　間会　場

心と身体から考える 保健福祉課・保健師2 / 6�

健康な歯でいたい…ステキな笑顔のために
オズデンタルクリニック歯
科医師・吉　ゆかり氏13�

笑いと自己表現
パントマイミスト・カンジ
ヤマ・マイム氏20�

私の生き方を創ろう 評論家・武田京子氏27�

期　日 講　師内　容

休館日…月曜日（祝日の場合は開館し、翌日休館）
※駐車場はありません。

休館日…月曜日（祝日の場合は開館し、翌日休館）
※駐車場はありません。

　対象3～9歳　費用無料 
※靴を入れるビニール袋持参にご協力ください。

　対象0～3歳くらいの乳幼児　費用無料 
※各会場とも駐車場はありません。

�364-8778女性センターゆうまつど

図書館本館 15:30～16:00 絵本「じぶんだけのいろ」大型絵本「ぼくにげちゃうよ」

11� 馬橋市民センター

15:00～15:40
大型絵本「ぼくにげちゃうよ」
絵巻物「みにくいあひるの子」12� 常盤平市民センター

17� 古ケ崎市民センター

18� 八ケ崎市民センター 絵本「ガブリエリザちゃん」
絵巻物「みにくいあひるの子」

20� 小金市民センター 15:00～16:00 アニメーション「おはなし　おはなし」人形劇「いなかのねずみとまちのねずみ」

24� 二十世紀が丘市民センター 15:00～15:40
大型絵本「ぼくにげちゃうよ」
絵巻物「みにくいあひるの子」

25� 小金北市民センター 絵本「ガブリエリザちゃん」
絵巻物「みにくいあひるの子」

働きたい女性の
おしゃべり
ティータイム

個育て
おしゃべり広場

　1月11日�10:15～11:15　内容気軽におしゃべりをしながら、
働くことに向けたヒントを探す　対象働きたい女性　定員10人　
費用無料

　1月29日	10:00～11:15　内容子どもを遊ばせながら、子育て
のことなどについておしゃべり。地域子育て支援センターの職員が
会の進行役をします　対象親子10組　費用無料

※終了後個別相談の時間も設けます。
　電話で同センターへ

�368-1214公民館　女性の講座II〔全4回〕
「ステキに歳をかさねるには～未来のわたしをイメージしよう」

　時間10:00～12:00　会場女性センターゆうまつど　対象市内在住・在勤の女性　
定員30人
　1月15日	〔必着〕までに、往復ハガキに、郵便番号・住所・氏名（フリガナ）・
年齢・性別・電話番号・返信用あて名を記入して、〒271－0094松戸市上矢切299
の1　総合福祉会館内　公民館「女性の講座」係（�368－1214）へ
※一時保育あり（1歳10カ月から、おやつ代200円）保育を希望する人は、ハガキに
子どもの名前（フリガナ）・性別・生年月日を記入してください。

健康福祉会館�383-0022ふれあい22ミニコンサート

うたのおもちゃばこ
　1月11日�11:00～11:30　会場健康福祉会館（ふれあい22）
内容歌・日向野のりえ氏、ピアノ・徳川まゆみ氏による童謡
コンサート



七福神の絵です。左右の絵には、いくつか違うところがあります。下の①～③の中からお答えくだ
さい。正解者の中から抽選で左記希望賞品をお送りします。

※当選者の発表は、賞品の発送をもって代え
させていただきます。クイズの解答は、広
報まつど2月15日号でお知らせします。
※ご応募の際に得た個人情報は、プレゼント
の発送にのみ使用します。

①広報まつどをご覧になっていますか？
　A．毎号読む　　B．ときどき読む
　C．ほとんど読まない

②よく読む記事は何ですか？（3つまで記号で記入）
　A．行政面
　B．「情報チャンネル」（催し物や会員募集、各施設

の催し物など）
　C．コラム「市長室・発」（毎月1日号の3面に掲載）
　D．コラム「あなたの健康」、「歯を大切に」（2面

に掲載）
　E．コラム「人」欄（市内で活躍する人を紹介）
　F．まちの話題（最終面に掲載している市内の話題）

③広報まつどは、市のホームページからも閲覧できるこ
とを知っていましたか？
　A．知っているし閲覧したこともある
　B．知っているが閲覧したことはない
　C．知らなかった

④広報まつどをお読みになっての感想・希望など

下の記入要領を参考に、ハガキでご応募ください応 募 方 法
ハガキ（おもて） ハガキ（うら）

松
戸
市
役
所

　
広
報
担
当
室

　
　
ク
イ
ズ
係

〒271ー858850 ・クイズの答え
・希望賞品（1つのみ）
・住所
・氏名
・年齢
・右記アンケートの
　回答（①～④まで）

広報まつどについてのアンケート

●レイソル賞
柏レイソル・レプ
リカユニフォーム
（3人）

●神田紫賞　
神田紫さんサイン色紙と手ぬぐいを
セットで
（3人）

●もったいないで賞
エコバック（折りたたみ式買い物袋）
（10人）

●Ａ賞
〈こどもちゃれん
じ〉ファミリーシア
ター「しまじろう　
ふしぎなもりのもの
がたり」劇場公演入
場券（1組3人で　3組）
※2歳以下で保護者のひざの上で鑑賞
する幼児は無料です。

日時…2月25日�午後3時30分開演　
会場…森のホール21大ホール

●Ｂ賞　
松戸市観光協会の国
重要文化財指定記念
2007年戸定邸カレ
ンダー（10人）

●Ｃ賞　
松戸市観光協会の徳
川昭武テレホンカード（10人）

●Ｄ賞　
博物館グッズ①（10人）
　一筆箋（織田信長朱印状）、クリア
ホルダー（ジョウちゃん・モンちゃん）、
博物館常設展招待券（ペア）をセットで

●Ｅ賞　
博物館グッズ②
（3人）
　埴輪ぬいぐるみキ
ーホルダー2個（人・
馬）をセットで

●Ｆ賞　
戸定邸グッズ（10人）
　戸定テレホンカード、戸定歴史館・
戸定邸の招待券（2枚1組）をセットで

※上記の賞にもれた正解者の中から、
抽選で30人に記念品をお送りします。

答え　① 3カ所　② 5カ所　③ 7カ所

締め切り　1月12日�〔消印有効〕

8

救急医療体制
テレホン案内サービス

〔当日の医療機関（待機病院、休日在宅当直医、夜間小児急病セ
ンター、休日土曜日夜間歯科診療所等）を案内〕

午後4時30分～翌日午前9時
午前9時～翌日午前9時

夜間小児急病センター（小児初期内科系疾患）
毎日午後6時～11時

休日土曜日夜間歯科診療所
午後8時～11時

人口と世帯（12月1日現在）
人口　475,382人　〔 +77〕
世帯　196,629世帯〔 +130〕

男　238,903人 〔 +35〕
女　236,479人 〔 +42〕
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東口 

相談名 期　日 時　間 会　場

福祉なんでも相談

第1・4金 10:00～15:00 市役所相談コーナー
社
会
福
祉
協
議
会

368
・
0
9
1
2

第1火 10:00～15:00 六実支所

第1木 10:00～15:00 小金原市民
センター

毎週第
2・3・4・5水 10:00～15:00

社会福祉
協 議 会

労働相談 毎週月

月・水・金

13:00～17:00 勤労会館 商
工
観
光
課

366
・
７
３
２
７

経営相談
（予約制）

月・水・金

13:00～17:00 商工観光課相談コーナー

※内職相談は東葛飾県民センター（ 361－4089）で開催。

就学相談（予約制）
平日 8:30～17:00 教育研究所（予約専用）366－7600教育相談（予約制）

青少年相談（電話） 平日 8:30～16:30
こども課
363－7867青少年相談

（来所）〔予約制〕
平日 8:30～17:00

子育て相談 平日 8:30～17:00

CMS子育て支援センター
394－5590

チェリッシュ・サポート・
システム 308－5880

子すずめ子育て支援センター
387－0124

家庭児童相談
平日 8:30～17:00 家庭児童相談室

366－3941母子婦人相談
消費生活相談

（まずはお電話で）
平日 8:30～16:00 消費生活センター

365－6565

消防救急なんでも相談 毎日 24時間 消防局 363－1119

相談名 期　日 時　間 会　場
市政・一般民事 平日 8:30～17:00

市
役
所
相
談
コ
ー
ナ
ー

※
最
終
の
受
け
付
け
は
、
各
相
談
の
終
了

時
間
の
お
お
む
ね
一
時
間
前
。

※
金
銭
の
貸
借
や
不
動
産
の
売
買
な
ど
は
、

契
約
前
の
相
談
を
お
勧
め
し
ま
す
。

市
民
相
談
課

366
・
７
３
１
９

※
一
般
民
事
相
談
＝
金
銭
・
身

の
上
・
相
続
・
離
婚
等
家
庭

問
題
の
簡
単
な
法
的
相
談

交通事故 月・火・木 9:00～16:30

法律相談
（予約制）

月・火・木 13:00～17:00
※第1月は正午まで

税務相談 第2金 13:00～17:00
登記相談 第3金 13:00～16:30
行政相談 第2・4月 13:00～15:00
不動産相談 毎週水 13:00～17:00
外国人相談 第2・4火 9:00～12:00
住宅リフォーム 第3水 10:00～16:00

住宅政策課
366－7366マンション管理

相談（予約制）
第1水 9:00～12:00

人権相談
第1～4金 10:00～15:00 市役所相談コーナー

市民相談課
366－7319

法務局松戸
支局
363－6278

第1火 10:00～15:00 六実支所

※人権相談は法務局松戸支局でも行っています。

ゆうまつど
こころの相談
（予約制）

第1～4月
10:00～16:00 女性センター

（相談室直通）
363－0505

第3・4木
第2木 14:00～20:00

女性のしご
と情報相談

火・木（祝
日を除く）10:00～15:00

女性センター
364－8778 

高年齢者
職業相談

平日 8:30～17:00 高年齢者職業相談室（シニア
交流センター内） 341－5600

高齢者無料
職業紹介所
（65歳以上）

平日 9:00～17:00
（昼休みを除く）

社会福祉協議会 365－4712
（市役所本館1階）※平成17年国勢調査の確定値を基準として集計した常住人口です。


